
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（南信州地域） 

平成 30 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 地域の力で森林再生事業 ～天龍村森林レボリューション～ 

事業主体 

（連絡先） 

天龍村 

天龍村役場地域振興課農林係（0260-32-1023） 

事業区分 主となる区分 (5)環境保全、景観形成に関する事業 

関連する区分 (1)地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ハード 

総事業費 5,906,520 円（うち支援金：4,429,000 円） 

活動写真） 

① 急傾斜地森林の整備 

② 森林資源の有効利活用 

③ 地域住民等による森林整備・利

活用の体制づくり 

→健全な森林を次世代へ 

※自己評価【A】 

【理由】整備困難な急傾斜地の森

林において高性能ﾗｼﾞｷｬﾘで効率的

に搬出作業を行うことを実証し、

これまで利活用されていなかった

未利用木についても地域住民等を

主体とする組織によって有効に利

活用することができる体制が作ら

れた。 

 

【ﾗｼﾞｷｬﾘによる木材搬出】 

 

 【目標・ねらい】 

 

■健全な森林を次世代に引き継ぐことができる 

・未整備林の整備と森林資源の有効利活用 

・地域住民等を主体とした新たな森林づくりの体制整備 

■森林資源の利用拡大 

・薪炭利用者数の増加 本年度目標：5 件 実績 6 件 

■生活環境の改善 

・山地防災力の向上 

・里山の景観保全  

・農林業被害の減少→有害獣の住処となっていた放置林

の減少 

 これまで、整備が進まなかった森林（急傾斜地）にお

いて、高性能ﾗｼﾞｷｬﾘを使った効率的森林施業の実証及び

地域住民を主体とした森林整備と森林資源を有効利活

用するための体制づくりを行った。 

■高機能自走式搬器（ラジキャリ）の導入・貸与 

ラジキャリを利用した森林学習会・見学会の開催  

■薪の駅の整備 

 伐採木を搬出・集積し、薪への加工や利活用希望者へ

販売配布する場を設けた。村内 1 か所 

■森林整備・森林資源の利用拡大に向けた取り組み 

 森林整備・利活用地域協議会等の立ち上げ 1 組織 

体験学習会（薪割り、チェンソー講習会） 


